
❷【特集】村上の台所「六斎市」が今年で開設100周年
⑥「このまち」でこれからも暮らし続けるために
⑧むらかみの話題
⑩第21回　かみはやし穀菜マラソン大会参加者募集
　お知らせ版 photo：北限の茶処村上で茶摘体験（三面川中州公園内　茶畑・詳細は８ページ）
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村
上
の
台
所
と
し
て
大
勢
の
買
い
物

客
で
に
ぎ
わ
う
市
民
の
市
場
「
六
斎
市
」。

　

大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
か
ら
は
じ

ま
っ
た
六
斎
市
が
、
今
年
で
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

毎
月
２
と
７
の
つ
く
日
の
午
前
中
に
、

市
役
所
脇
か
ら
村
上
体
育
館
脇
の
道
路

に
約
50
軒
の
お
店
が
立
ち
並
び
ま
す
。

月
に
６
回
開
か
れ
る
こ
と
か
ら
六
斎
市

と
呼
ば
れ
、
近
隣
の
農
家
で
採
れ
た
新

鮮
野
菜
、
魚
介
類
や
山
菜
な
ど
の
旬
の

食
材
か
ら
、
衣
料
品
や
日
用
雑
貨
、
生

花
ま
で
豊
富
な
種
類
の
品
々
が
販
売
さ

れ
ま
す
。

　

普
段
の
買
い
物
で
は
体
験
で
き
な
い
、

作
り
手
や
売
り
手
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、

店
主
と
買
い
物
客
と
の
か
け
合
い
が
市

場
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

　

ま
た
、
六
斎
市
は
村
上
市
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
も
あ
り
、
買
い
物
の

場
だ
け
で
な
く
地
域
外
の
方
と
の
交
流

の
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
な
る
と
小
学
生
が
学
校
田
で
作
っ

た
お
米
を
販
売
す
る
な
ど
、
販
売
体
験

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
　
元
気
だ
っ
た
か
」

朝
か
ら
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
く

六
斎
市
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六
斎
市
の
は
じ
ま
り
は
、
１
軒
の
古

着
屋
の
出
店
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

六
斎
市
の
開
か
れ
た
本も

と

町ま
ち

（
現
二
之

町
、三
之
町
な
ど
）
は
元
士
族
の
地
区
で
、

商
店
が
少
な
い
勤
め
人
が
多
い
と
こ
ろ

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
活
必
需
品
は

旧
村
上
町
で
賄
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す

べ
て
の
需
要
を
満
た
せ
る
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
住
民
の
需
要
を
満
た
す
手
段

と
し
て
他
の
町
か
ら
商
人
を
呼
ぶ
こ
と
を

考
え
、
大
正
７
年
８
月
に
本
町
役
場
の
職

員
が
中
条
町
（
現
胎
内
市
）
の
衣
料
品
店

を
訪
ね
て
出
店
の
依
頼
を
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
翌
大
正
８
年
４

月
に
本
町
三
之
町
に
１
軒
の
古
着
屋
が
出

店
し
た
こ
と
が
市
場
の
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
正
９
年
に
は
１
０
０
軒
近
く
ま
で

出
店
者
が
増
え
、
月
６
回
開
く
六
斎
市

の
姿
と
な
り
定
着
し
ま
し
た
。

　

出
店
者
数
は
、
三
面
ダ
ム
の
建
設
が

行
わ
れ
た
昭
和
20
年
代
か
ら
急
速
に
増

え
、
最
盛
期
に
は
５
０
０
軒
を
超
え
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
生
活
を
支
え
る
市
場
と
し
て
、

今
な
お
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

六
斎
市
の
歴
史

特　集

村上の旬を伝える青空市場

村上の台所「六
ろく
斎
さい
市
いち
」が

今年で開設100周年
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課
題
と
取
り
組
み

　

六
斎
市
で
は
、
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

に
よ
り
出
店
者
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
六
斎
市
に
活
気
を
取

り
戻
す
た
め
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
の
ほ
か
、
買

い
物
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
カ
ー
ト
の
導
入
、
新
規
出
店
の
呼

び
掛
け
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
協
働
で

制
作
し
た
の
ぼ
り
旗
や
店
名
を
記
し
た
木

札
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
村
上
市
場
組
合
な
ど
の
関
係
者

と
連
携
し
、
市
場
の
活
性
化
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

開
催
案
内

●
開
催
日

　

毎
月
２
と
７
の
つ
く
日

　

�（
２
日
・
７
日
・
12
日
・
17
日
・
22
日
・

27
日
の
月
６
回
）

　

※�

不
定
期
日　

７
月
７
日
分
を
７
月
５

日
に
、
翌
年
の
１
月
２
日
分
を
12
月

30
日
に
開
催
し
ま
す

●
開
催
時
間

　

午
前
８
時
ご
ろ
〜
正
午
ご
ろ

●
開
催
場
所

　

市
役
所
（
本
庁
）
脇
道
路

出
店
者
募
集
中

　

村
上
市
場
組
合
で
は
、
新
た
な
出
店
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
出
店
の
条
件
や
申
込
方

法
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ど
な
た
で
も
出
店
で
き
ま
す

●
出
店
料　

間
口
１
ｍ　

１
３
０
円

　
　
　
　
　

間
口
２
ｍ　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

間
口
３
ｍ　

２
７
０
円

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

地
域
経
済
振
興
課
経
済
振
興
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
６
１
１
）

▲小学生のお米販売

六斎市100周年を迎えて
　六斎市は、大正８年から始まり、
今年４月で100周年を迎えました。
市場を開設している三之町区の皆
さまのご協力と、買い物に来られ
る市民の皆さまに支えられ、これ
まで100年間運営を続けることがで
きました。村上市場組合員一同よ

り心から感謝申し上げます。
　六斎市は、市民や近郊の人々の台所として、現
在も大勢の買い物客でにぎわっており、スーパー
にはない地域の商品がたくさんあります。近年は、
高齢化により出店者数が約50軒と少なくなりまし
たが、出店者は天気の悪い日も休まず出店し、各
店自慢の商品を販売しております。
　現在は、出店者、お客さま共に減少しているため、
六斎市の魅力を発信し、市内の事業者に出店を呼
びかけ、六斎市の活性化に取り組んでいかなけれ
ばならないと感じています。
　出店者一同、皆さまのご来店を心よりお待ちし
ておりますので、よろしくお願い申し上げます。

売り手と買い手の会話が一番の魅力
　当店は、戦後の昭和20年代前半
から約70年間、六斎市に出店して
います。当初は乾物屋として煮干
しなどの乾物を販売していました
が、お客さまのニーズに合わせて、
現在は鮮魚も販売しています。当
時は、組立式の木小屋を道路に建

てて出店しており、お店も道路の両側に並び、買
い物客もすれ違いが大変なほど多く訪れ、大変に
ぎわっていました。
　市場は、世間話や商品の説明、値段の掛け合い
など、売り手と買い手の会話が一番の魅力です。
また、値段が安く新鮮な季節の旬の食材が並ぶこ
とも市場の魅力だと思います。
　100周年を機会により多くの市民の皆さまに六
斎市のことを知ってもらい、多くの方に来ていた
だきたいと思っています。

村上市場組合
組合長
丹羽　紀夫　氏

マルヨシ商店
佐藤　正勝　氏

●おしゃぎり
　会館

●藤基神社●
村上税務署

●裁判所

●
村上体育館

村上市役所
●

村上小学校
●

交通規制区域
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▲新鮮な食材がたくさんあります

　　　　　おまけの日
と　き　12月までの毎月12日
内　容　�各お店にて買い物をしたお客様にちょっとしたおまけ

を差し上げます。
　　　　�各お店でさまざまなおまけを用意しておりますので、

ぜひご来店ください。

▲にぎわいを見せる市場（６月12日）

▲斎藤チウ商店の斎藤さん

　村上市場組合では100周年を迎え、買い物に来られ
る皆さまへ日頃の感謝の気持ちを込めて、毎月12日に
「おまけの日」を開催しています。
　また、100周年を記念して作成したボールペンを次
のとおり配布します。
　六斎市に来たことがある人もない人も、ぜひこの機
会にお越しください。

100周年記念ボールペンを配布します
　事前に配布する引換券と交換になります。
と　き　８月２日㈮・７日㈬の２日間
　　　　午前８時30分〜 10時30分
ところ　市場区域内中央の「お休み処」
　　　　（整体・鍼灸　樹庵　様前）
配布本数　７００本
　　　　　100周年記念ボールペン（サンプル）

●問い合わせ　丹羽セトモノ店（小国町）
　　　　　　　☎52−2593

六斎市開設100周年記念事業

●
問
い
合
わ
せ

　

地
域
経
済
振
興
課
経
済
振
興
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
６
１
１
）

お客さんの声
・�自宅に近くて便利。30年近く毎回通っています。
・子どものころ母親と一緒に来ていました。
・�商品が安くて、新鮮な食材がたくさんあります。
・�お店の人と話しながら、買い物できるところ
がいいです。
・�お店の人と話すと、おまけしてくれたり値段
を安くしてくれたりします。
・旬の食材があるので季節感を感じます。

引換券の配布
　次の窓口で、事前に引換券をお受け取りく
ださい。
と　き　７月12日㈮・17日㈬
　　　　午前８時30分〜 10時30分
ところ　市場区域内中央の丹羽セトモノ店
その他　�引換券は先着順（１世帯１人1本ま

で）でお配りします。無くなり次第
終了となります。

いつもあり
がとうござ
います。こ
の機会に、
ぜひお越し
ください。
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こ
の
活
動
は
市
民
の 

　
　
皆
さ
ん
が
主
役
で
す

　

市
で
は
「
支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
、「
生
活
さ

さ
え
愛
隊
長
（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）」
と
「
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
（
協

議
体
）」
が
、各
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
生
活
で

思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
伺
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
地
域
の

皆
さ
ん
が
主
役
と
な
っ
て
解
決
で
き
る
よ

う
に
、
取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
活
動
で

す
。
現
在
各
地
域
で
少
し
ず
つ
で
す
が
、

見
守
り
や
声
か
け
な
ど
助
け
合
い
の
活
動

が
で
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
「
５
年
、
10
年
先
も
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
み
た
い
」「
一
緒
に
困
り
ご
と

を
解
決
し
た
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。「
生
活
さ
さ
え
愛
隊

長
」
や
、「
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
」
が

お
話
を
伺
い
ま
す
の
で
、
何
が
で
き
る
か

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
１
）

互近所ささえ～る隊のロゴマークと標語ができました
ロゴマーク：互近所フラワー（南田中　小野　千

ち

愛
あ

希
き

さん　作）
　　　　　　�５つの花びらは村上・荒川・神林・朝日・山北地区を表

しており、５つの地区がつながって、みんなで支えあっ
ていこうという思いを込めてデザインされた作品です。

　　　　　　［次点］緑町五丁目　竹内　巴
は

那
な

さん
標語：「おたがいさま」　未来へつなぐ　たからもの
� （大須戸　髙橋　祐

ゆ

香
か

さん　作）
　　　�日々の仕事や暮らしの中で感じたことを標語にした作品です。
　　　［次点］大須戸　髙橋　祐香さん、岩沢　髙橋　莞

かん

爾
じ

さん（故人）

「
こ
の
ま
ち
」で
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

～
支
え
合
い
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
　
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
～

※採用させていただいたロゴマークと標語を基に作成しました

▲原画
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−山北地区−
東海林則夫（特養ゆり花園）
大滝　春子（民生児童委員）
渡辺　幸子（脇川茶の間）
加藤三枝子
（ヘルパーステーションさんぽく）

増子由美子
（ますこ接骨院　介護支援事業所）

板垣　春之
（山北地区まちづくり協議会）

加藤　晴喜（山北商工会）
齋藤　元浩（山北徳洲会病院）
川村　悠樹
（地域おこし協力隊）

−朝日地区−
佐藤　美和
（居宅介護支援事業所羽衣）

相馬ひとみ（社会福祉協議会）
遠山美由喜
（ケアハウスひまわり）

本間　昭平（ミニハン友の会）
岡田智恵子（民生児童委員）
齋藤　純市
（舘腰地域まちづくり協議会）

貝沼　高雄
（三面地域まちづくり協議会）

小田元一郎
（たかねまちづくり協議会）

髙橋みゆき
（猿沢地域まちづくり協議会）

富樫　忠彦
（塩野町地域まちづくり協議会）

−村上地区−
丹羽　正玄（村上地区区長会）
岩倉由美子
（岩船まちづくり協議会）

東　　純子（活気あふれる街
瀬波まちづくり推進協議会）

相馬　和子（上海府地区まち
づくり推進委員会）

伊部　厚子
（村上地域まちづくり協議会）

佐藤　正美
（山辺里地区まちづくり協議会）

平田トシミ
（村上支部老人クラブ連合会）

菅原　実雄（民生児童委員）
中山　　愛（居宅介護支援事
業所いわくすの里）

−神林地区−
松本　富雄
（平林地域まちづくり協議会）

瀬賀　秀雄
（砂山地域まちづくり協議会）

板垣　義栄
（神納地域まちづくり協議会）

中山　忠勝
（神納東地域まちづくり協議会）

竹内　友二
（西神納地域まちづくり協議会）

岸　　美穂
（居宅介護支援事業所さつき園）

阿部久美子（塩谷ベース）
富樫　貴行（社会福祉協議会）
田村トシ子（民生児童委員）
青山　育美（ラベンダー薬局）

−荒川地区−
小嶋　秋男（民生児童委員）
山田　正巳（老人クラブ連合
会荒川地区協議会）

齊藤　弘志（鳥屋区長）
田島　優子
（坂町地区：市民代表）

菅井　幸男
（貝附地区：市民代表）

阿部百合子
（ヘルパーステーションあおぞら）

髙橋　友美
（居宅介護支援事業所たかつぼ）

佐藤小百合
（社会福祉協議会）

互近所ささえ〜る隊（各地区）

互近所ささえ〜る隊（市全体）

互近所ささえ〜る隊とは
助け合い活動の普及啓
発、地域であったら安
心の仕組みを市民の皆
さんとともに作ります。

生活ささえ愛隊長とは
地域をつなぐ御用聞き。いろいろ
な人の声を聞いて、互近所ささえ
〜る隊とともに活動します。

生活ささえ愛隊長（市全体）
佐藤　富喜子

（社会福祉協議会）

おたがいさまの
助け合いが全地
区に広がるよう
に、がんばって
いきます。

取り組み組織図（敬称略）
楠田　　正（村上市民児協）
貝沼　　実（村上市区長会）
貝沼　昭子（村上支部老人クラブ連合会）
遠山　美子（朝日地区地域の茶の間）
菅原たえ子（ツクイ村上飯野　訪問介護）
鈴木　恵子（社協居宅介護支援かみはやし）
阿部　明博（村上地域シルバー人材センター）

松林　義人（新潟リハビリテーション大学）
船山　浩之（JAにいがた岩船農協）
関口三樹雄（ささえあい村上協力会員）
田宮　喜一（山北徳洲会病院）
渡辺　道子（大毎集落買い物支援ボランティア）
各地区生活ささえ愛隊長（５人）

連携
共有

各地域のいろいろな人の声を聞いて、助け合いの仕組みをつくります。

各地域の活動の様子

生活ささえ愛隊長
小島　喜久江
（あらかわ地区まちづくり協議会）

生活ささえ愛隊長
渡邊　優子
（NPO法人　希楽々）

生活ささえ愛隊長
佐藤　小百合
（社会福祉協議会）

生活ささえ愛隊長
斎藤　主税
（NPO法人都岐沙羅パートナーズセンター）

生活ささえ愛隊長
齋藤　千栄
（NPO法人おたすけさんぽく）

皆さんの地
域におじゃ
ましますの
で、声をきか
せてくださ
い。

皆さんの手
で、たくさん
の人が楽し
く安心でき
る地域を作
りましょう。

各町内・集落
で行われて
いる、支えあ
いの取り組
みを探しに
行きます。

楽しみなが
ら支え合う。
そんな仕組
みを作って
いきましょ
う。　　

合言葉は「さ
さえあいの
山北」です。
一緒にがん
ばりましょ
う。

地域におじゃま
して皆さんの声
を聞き、ささえ〜
る隊をPR。

「できること」を
特製かるたを
使って楽しく真
剣に考えました

「自分が出来るお
互いさまについ
て」皆さんと一緒
に考えました。

自分の地域に必
要な支え合いの
しくみを作り、
発表しました。

地域の茶の間な
どにおじゃまし
て、困っているこ
となどを聞きま
した。

▲互近所ささえ〜る隊会議

［荒川地区］ ［神林地区］ ［村上地区］ ［朝日地区］ ［山北地区］



市報むらかみ 　2019.7.1　　8

…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中動画あり

動画あり

動画あり

6/1

6/7

5/25
〜27

6/4

提供したまゆの花の作品が
文部科学大臣賞を受賞
東京都美術館ギャラリーＣ

元プロ野球選手の加藤健さん来園
金屋保育園

北限の茶処村上で茶摘体験
三面川中州公園内　茶畑

私たちの海をきれいに
岩崎・碁石

　この茶摘体験は、観光協会が村上のお茶に親し
んでもらうために毎年開催しています。
　取材した26日は気温が約30度まで上がるとても
暑い日となりましたが、参加した人は茶葉がいっ
ぱいになるまで摘み取っていました。
　その後、冷たいお茶や入れたてのお茶を楽しみ
ながら、おいしいお茶の入れ方などについて、市
内のお茶屋さんのお話を興味深く聞いていました。

　さんぽく小学校・山北中学校
の生徒たちと地域の皆さんが、
自分たちの住む地域の海をきれ
いにしようと、岩崎海岸と碁石
海岸でクリーン作戦を行いまし
た。
　夏を思わせる日差しの中、生徒たちは、山北地
区まちづくり協議会が用意した、山北オリジナル
軍手とゴミ袋を持って、砂浜や堤防沿いに落ちて
いるごみを一生懸命拾い集めていました。

　公益財団法人　日本手工芸作家連合会が主催し
ている「第52回　創作手工芸展」で、「朝日村まゆ
の花の会」が作ったまゆの花（ハマナス）を使って、
フラワーアーティストの薮

やぶ

本
もと

一
いっ

翠
すい

氏が作成した作
品が最高位の文部科学大臣賞を受賞しました。
　審査員長で日本画家の大矢紀

のり

氏の講評では「平
面まゆの光沢や薄さが程よく、まるで溶けそうな雰
囲気の白色に魅了される」とまゆの花を高く評価し
ていただきました。

　アルビレックスベースボールクラブの球団社長
補佐であり、元プロ野球選手の加藤健さん（新発
田農業高校出身）が、金屋保育園を訪れました。
　約１時間の体験教室では、「ボールを投げる・捕
る・打つ」という野球の基本動作を楽しく教えて
いただき、子どもたちは、「カトケンコーチ」と親
しみを込めて呼び、元気いっぱい体を動かしまし
た。
　加藤さんは、「野球はもちろんですが、小さい頃
は色んなスポーツを楽しんでください」と、子ど
もたちに向かい話していました。秋には、あらか
わ保育園にも訪問する予定です。

▶
茶
葉
を
袋
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
摘
み
取
り

ま
し
た

▶
小
中
学
生
や
地
域
の
方
、
地
元
企
業
も
参
加

▶
授
賞
式
に
は
、
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
細
井
隊
員
も
同
席

▶
野
球
の
基
本
動
作
を
熱
血
指
導

▲山北オリジナル軍手
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他にもむらかみの話題をブログ形式で掲載中 村上市　広報日記 検 索

6/8

6/
8・9

6/9

6/15

おとな時間を楽しむ会
つどい場「あら、ほっ」

市役所前にお城型巨大バルーンが出現
市役所（本庁舎）駐車場ほか

水鉄砲で大満足
朝日多目的グラウンドほか

いつまでもお元気で〜神林地区敬老会〜
神林総合体育館

　あらかわ地区まちづくり協議会事業部会メンバーの発案
で、２回目となる「おとな時間を楽しむ会」を開催しました。
初回開催に引き続き、村上地区で酒屋を営む加藤盛

さかえ

さんか
ら、さまざまなビールやワインなどの説明をいただいた後
に、乾杯して早速ほろ酔い気分に。
　今回の目玉企画として、新発田で活躍するエレキバンド
「新発田ベンチャーズ」をお招きし、迫力あるライブを聞き
ながら、気分は最高潮に達しました。
　初夏のすごしやすい気候の中、参加した約40人は、思い思
いにビールと音楽を楽しみながら交流を深めていました。

　村上地域まちづくり協議会が主催の「お城山フェスティ
バル」が開催されました。
　この催しは、平成28年に当時の村上小学校６年生が提案
したプランを基に、子どもたちが描いた「夢」を実現させ
るため、地域の方々と３年間もの準備を経て実現したもの
です。
　フェスティバルでは、お城型巨大バルーンのほか、お城山
ハイキングや城下町探検ウオーク、臥牛山の特製ちゃんこの
振る舞いなどが行われ、家族連れなどでにぎわいました。

　スポーツクラブ愛ランドあさひの主催で毎年開催されて
いる「あさひスポーツフェスタ」。
　さまざまなアトラクションの中でも人気があるのが水鉄
砲で、この日は汗ばむほどの陽気となり、子どもたちには
大喜びのアトラクションとなりました。
　愛ランドあさひの職員２人対子どもたちの打ち合いでは、
お互いに追いかけては追いかけられてを繰り返し、子ども
たちは大満足の様子でした。

　神林総合体育館を会場に神林地区敬老会が開催され
ました。
　75歳以上の対象者のうち、495人の方が出席。
　出席者は、保育園や小学校、演芸団体の歌や踊りを
見ながら、久しぶりに会う友人たちとの楽しいひと時
を過ごしていました。

◀
ビ
ー
ル
と
音
楽
を
肴
に
初
夏
を
満
喫

◀
お
城
型
巨
大
バ
ル
ー
ン
の
中
に
入
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
遊
ん
で
い
ま
し
た

▶
笑
顔
で
水
鉄
砲
を
打
ち
合
い
ま
し
た　

▶
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
平
林
小
学
校

　

５・
６
年
生
の
皆
さ
ん
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中小企業制度融資

事業資金や設備の更新などでお困りの場合はご相談を

第21回　かみはやし穀
こく

菜
さい

マラソン大会参加者募集

田園地帯を駆け抜けてみませんか
と　　き　９月８日㈰　
スタート・ゴール　パルパーク神林（神林総合運動公園）
参加資格　小学生以上の健康な人
　　　　　※未成年者の場合は保護者の同意が必要です
　　　　　※保険証を必ず持参してください
参 加 料　小・中学生、高校生2,000円　一般4,000円
申込期限　８月４日㈰　※当日消印有効
申込方法
　

▲

窓口での申し込み
　　・申し込み先　各地区体育館、村上市スケートパーク
　　・申 込 方 法　所定の申込用紙に必要事項を記入し、参加料
　　　　　　　　　を添えて申し込んでください。
　　　※申込用紙は、神林農村環境改善センター、各地区体育館、
　　　　�村上市スケートパークにあります。また、市ホームペー

ジ（「かみはやし穀菜マラソン」で検索）からもダウン
ロードできます

　

▲

RUNNETでの申し込み
　　　　　　WEBサイトhttp://runnetのページから
　　　　　　「かみはやし穀菜マラソン」を検索してください。

種目 部　門

２㎞
１ 小学校１〜６年生男子
（１〜３年生、４〜６年生別）

２ 小学校１〜６年生女子
（１〜３年生、４〜６年生別）

３㎞ ３ 中学生男子
４ 中学生・高校生・一般女子

５㎞ ５ 一般男子（高校生含む）
６ 一般女子（高校生含む）

10㎞ ７ 一般男子（高校生含む）
８ 一般女子（高校生含む）

●問い合わせ　かみはやし穀菜マラソン事務局（神林総合体育館内）　☎66−8119

　市では、中小企業者の皆さんが必要な事業資金を円滑に調達して健全な経営を行えるよう、制度融資を
設けています。融資の対象者や資金の種類など、詳しくはお問い合わせください。

制度名 貸付限度額 貸付期間 貸付利率

地方産業育成資金 【運転・設備】1,000万円以内 ５年以内（運転）
７年以内（設備） 1.70％〜 2.20％

中
小
企
業
振
興
資
金

一般資金 【運転・設備】1,000万円以内 ９年以内 1.80％〜 2.30％

特
別
資
金

施設整備資金 【設備】1,000万円以内 ９年以内 1.65％〜 2.15％
設備整備資金 【設備】1,000万円以内 ９年以内 1.65％〜 2.15％

不況対策資金 【運転】1,200万円以内 10年以内 1.60％〜 1.95％【設備】1,500万円以内

創業支援資金
【運転】　500万円以内

５年以内（運転）
７年以内（設備） 1.65％〜 2.15％【設備】1,000万円以内

【併用】1,000万円以内
※�信用保証付融資の場合は、借入金額に応じて信用保証料の50 〜 100％を市が補給します。また、一部の
県制度での借入の場合でも、信用保証料の50％を市が補給します
取扱金融機関　村上信用金庫、大光銀行、きらやか銀行、第四銀行、北越銀行、新潟縣信用組合の市内各支店
　　　　　　　※中小企業振興資金は、きらやか銀行温海支店でも取り扱っています
受 付 窓 口　村上商工会議所、荒川商工会、神林商工会、朝日商工会、山北商工会
●問い合わせ　地域経済振興課経済振興室　☎53−2111（内線3611）
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平成30年度の情報公開などの状況を公表します

STOP受動喫煙

情報公開および個人情報保護条例運用状況

７月１日から一部の施設が敷地内禁煙になります

　平成30年度中に条例に基づいて行われた、情報公開および個人情報開示
などの請求件数や処理状況などを公表します。

　健康増進法が改正され、望まない受動喫煙（※）が生じないよう
に、７月１日から下記の施設が「原則敷地内禁煙」となります。ルー
ルを守って受動喫煙から、たばこを吸わない人や子どもたちを守
りましょう。

（※）�受動喫煙とは…喫煙する本人だけでなく、身の
回りの人にもたばこの煙を吸わせてしまうことで
す。健康へも悪影響をおよぼすことがわかってお
り、肺がん、虚血性心疾患、脳卒中、乳幼児突
然死症候群（SIDS）などの原因になることが明
らかになっています。また、国内でも受動喫煙が
原因で年間15,000人もの方が亡くなっています。

①「望まない受動喫煙」をなくす
②受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患者などに特に配慮
③施設の類型・場所ごとに対策を実施　
※詳しくは、市ホームページをご覧ください

●問い合わせ　総務課総務管理室　☎53−2111（内線3131）

●問い合わせ　保健医療課健康支援室　☎53−2111（内線2443）

■情報公開実施件数
情報公開請求件数 ３１件

(公開件数)
全部公開件数 １０件
一部公開件数 １４件

(非公開件数)
非公開件数 １件
不存在等件数 ６件

不服申立件数 ０件
審査会への諮問件数 ０件
訴訟件数 ０件
※�１件で複数文書の公開請求があったものの
うち、文書ごとに「全部公開」「一部公開」「不
存在等」など、処分が異なった場合は「一部公
開」として計上しています

原則敷地内禁煙となる主な施設
○行政機関の庁舎 ○学校・教育施設
○病院・診療所 ○薬局
○介護老人保健施設 ○施術所
○保育所 ○認定こども園
○障がい児入所施設 ○児童発達支援センターなど

■個人情報開示等件数
個人情報開示請求件数 １６件

(開示件数)
全部開示件数 １４件
部分開示件数 ２件

(非開示件数)
非開示件数　 ０件
不存在等件数 ０件

訂正および利用停止請求件数 ０件
不服申立件数 ０件
是正申出件数 ０件
審査会への諮問件数 ０件
訴訟件数 ０件

健康増進法の改正の趣旨
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健康啓発シリーズ 24

●問い合わせ　保健医療課健康支援室
　　　　　　　☎53−2111  （内線2441〜2443）

糖尿病注意報発令中

糖尿病の「３大合併症」

①
糖
尿
病
性
網
膜
症

　

網
膜
に
は
細
か
い
血
管
が
一
面
に
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
血
糖
に
よ
り
、
眼

底
出
血
を
起
こ
し
、
視
力
障
害
を
も
た
ら
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
よ
る
網
膜
症
で
失
明
す
る
人
は

全
国
で
毎
年
３
千
人
と
言
わ
れ
て
お
り
、
成

人
の
失
明
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
保
加
入
者
で
見
る
と
、
糖
尿
病
患

者
の
７
％
の
人
が
糖
尿
病
性
網
膜
症
を
発
症

し
て
い
ま
す
。

②
糖
尿
病
性
腎
症

　

腎
臓
は
、
不
要
な
老
廃
物
を
尿
と
し
て
排

泄
し
、
必
要
な
も
の
を
再
吸
収
す
る
大
事
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
よ
る
腎
症

で
透
析
を
開
始
す
る
人
は
全
国
で
毎
年
１
万

数
千
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
保
加
入
者
で
見
る
と
、
糖
尿
病
患

者
の
約
６
％
の
人
が
糖
尿
病
性
腎
症
を
発
症

し
て
い
ま
す
。

③
糖
尿
病
性
神
経
障
害

　

高
血
糖
に
よ
り
、
手
足
や
足
先
な
ど
の
末

梢
神
経
が
傷
つ
け
ら
れ
、
し
び
れ
や
熱
さ
、

痛
み
な
ど
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
や
け
ど
や
け
が
に
気
付
か
ず
手
当
が

遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
潰
瘍
や
壊え

疽そ

に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
の
国
保
加
入
者
で
見
る
と
、
糖
尿
病
患

者
の
約
３
％
の
人
が
糖
尿
病
性
神
経
障
害
を

発
症
し
て
い
ま
す
。

■
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標
値

　

合
併
症
は
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
適
切

な
受
診
に
よ
っ
て
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

合
併
症
予
防
の
た
め
の
に
は
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
が
７
・
０
％
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
表

２
）。
既
に
糖
尿

病
で
治
療
中
の
人

も
、
健
診
を
受
け

て
健
康
状
態
を
確

認
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

■
糖
尿
病
の
合
併
症

　

糖
尿
病
の
合
併
症
に
は
、
細
い
血
管
に
見

ら
れ
る
細
小
血
管
障
害
と
太
い
血
管
に
見
ら

れ
る
大
血
管
障
害
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
（
表

１
）。

　

今
回
は
細
小
血
管
障
害
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

■
細
小
血
管
障
害

　

細
小
血
管
障
害
に
は
、
糖
尿
病
の
三
大
合

併
症
と
言
わ
れ
る
「
網
膜
症
・
腎
症
・
神
経

障
害
」
が
あ
り
ま
す
。

表１：糖尿病の合併症

細小血管障害
①糖尿病性網膜症
②糖尿病性腎症
③糖尿病性神経障害

大血管障害
・狭心症、心筋梗塞
・脳血管障害
・末梢動脈疾患

その他
足病変、骨病変、手の病変、
歯周病、認知症など

表２：血糖コントロール目標値

血糖正常化
を目指す際
の目標値

合併症予防
のための
目標値

治療強化が
困難な際の
目標値

HbA1c
（％） 6.0未満 7.0未満 8.0未満
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7月下旬に郵送しますので記載事項の確認を

国民健康保険と後期高齢者医療制度の新保険証を送付します
新保険証を世帯主に送付します
　８月１日㈭から使用する新しい保険証（ピンク色）を、７月
下旬に世帯主あてに郵送します。８月になっても保険証が届か
ない場合や、記載事項に誤りがある場合は、ご連絡ください。
　窓口や簡易書留郵便での受け取りを希望する人は、７月12日
㈮までにご連絡ください。
　また、保険証などを住所と別の場所へ送付を希望する場合な
どは、「送付先変更届」の提出が必要です。本人確認書類（運
転免許証など）と印鑑を持参の上、７月12日㈮までに窓口で手
続きをしてください。

新保険証を送付します
　８月１日㈭から使用する新しい保険証（空色）を、７月下旬に
被保険者ごとに郵送します。（申請は必要ありません）
　８月になっても保険証が届かない場合や、記載事項に誤りがあ
る場合は、ご連絡ください。
　窓口や簡易書留郵便での受け取りを希望する人は、７月12日㈮
までにご連絡ください

「限度額適用・標準負担額減額認定証」「限度額適用認定証」は
別に郵送します

　住民税非課税世帯で「限度額適用・標準負担額減額認定証」（緑
色）または現役並所得世帯で区分Ⅰ・Ⅱの「限度額適用認定証」
（薄オレンジ色）の交付を受けていて、８月以降も交付対象とな
る人には、８月１日から使用できる新しい認定証を保険証とは
別に郵送します。
　新しい認定証は、現在お持ちのものと同じ色ですので、病院
などに提示する際は交付年月日などを確認し、間違いのないよ
う注意してください。

●問い合わせ　保健医療課国保室　☎53−2111（内線2411 〜 2413）

国民健康保険

後期高齢者医療制度

新保険証【ピンク色】

新保険証【空色】

「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付について
　入院や外来で自己負担額の軽減を受けることができる認定証です。あらかじめ認定証の交付を申
請し、認定証を医療機関に提示すれば、同一医療機関での窓口負担は自己負担限度額までとなります。
　申請した月の１日から有効の認定証を発行します。８月に限度額の適用を受けたい人は８月中に
申請を行ってください。
　【70歳未満の人】入院などの前に申請してください。
　【70歳以上の人】�住民税非課税世帯の場合のみ「限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付され

ます。また、現役並み所得者のうち課税所得が「145万円以上690万円未満」の場
合、「限度額適用認定証」が交付されます。

SAMPLE

平成　20
平成　20
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ちょっとまった！

不法投棄は犯罪です

すばらしい景観を後世に引き継ぐために〜自然公園法・自然公園条例〜

自然公園の中で
　一定の行為を行う際には手続きが必要です
　市には、自然公園として指定されている「磐梯朝日国立公園」「瀬波笹川流れ粟島県立自然公園」があります。
この区域内では、すばらしい景観を後世に引き継ぐために、法律や条例で行為が規制されています。
　次の行為を行う際には申請が必要で、行為の内容にも制限があります。
　・建物の新築、増改築（常設、仮設を問いません）　・広告物の設置　・木竹の伐採
　・高山植物などの採取　・植物の植栽　・鉱物や土石の採取　・動物の捕獲、放出
　・土地の形状変更　など

※�特に「瀬波笹川流れ粟島県立自然公園」は、住宅地などに隣接してい
るため、区域が分かりづらくなっています。看板などを設置する場合
は事前にご相談ください

●問い合わせ　都市計画課都市政策室　☎53−2111（内線5321）

不法投棄とは
　山間部や河川敷、道路沿い、田
畑、空き地などに、物の大小にか
かわらず家庭ごみや家電、産業廃
棄物などを捨てたり埋めたりする
ことを「不法投棄」と言い、法律
で禁止されています。違反した者
は、法律の規定により５年以下の

懲役、もしくは１千万円以下の罰金、またはこれ
が併科されます。また、法人の場合は３億円以下
の罰金が科されます。

自分の土地でも不法投棄になります
　自分が所有する土地であっても、廃棄物を埋め
るのは不法投棄になります。
　また、これから埋めようとして
いる状態、いわゆる「未遂」であっ
ても処罰の対象になります。

不法投棄をされないために
　自身の所有する土地にごみを不法投棄され、捨
てた者を特定することができない場合は、土地の
所有者がごみを処分しなければなりません。草が
伸びた状態など人目につきにくい土地は不法投棄
がされやすくなります。
　土地の所有者はこまめに除草したり、看板を設
置したりするなどして、不法投棄されないよう土
地の管理には十分注意してください。

不法投棄しているところを見つけたら
　不法投棄をしているところを発見した場合は、
トラブルに巻きこまれないよう、一人で対処せず
に、速やかに不法投棄ホットライン

☎0120−3
さん

8
ぱ

1
い

−7
な

9
く

0
そー

に連絡してください。

●問い合わせ　環境課生活環境室　☎53−2111（内線3311）
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重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
（
県
障
）
の
お
知
ら
せ

■
受
給
対
象
と
な
る
人

　

令
和
元
年
７
月
１
日
現
在
で
次
の
①
〜

⑤
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

　

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　

②�

市
民
税
が
非
課
税
で
、
公
的
年
金
お

よ
び
手
当
て
（
※
）
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
人

　

③�

１
年
以
上
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
人

　

④
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
人

　

⑤
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
人

　

※�

「
公
的
年
金
お
よ
び
手
当
て
」
と
は
、

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
障
害

厚
生
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
遺
族

厚
生
年
金
、
恩
給
、
特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
児
童
手
当

な
ど

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
心
身
障
害
者
福
祉
金
支
給
申
請
書

　
　

�（
福
祉
課
お
よ
び
各
支
所
地
域
振
興
課

地
域
福
祉
室
に
あ
り
ま
す
）

　

・
振
込
口
座
の
通
帳

　

・
印
鑑

■
福
祉
金
の
額

　
【
身
体
障
害
者
】

　
　
　
　
　

１
級　

５
万
円

　
　
　
　
　

２
級　

４
万
円

　
　
　
　
　

３
級　

３
万
円

　
【
知
的
障
害
者
】

　
　
　
　

Ａ
判
定　

５
万
円

　
　
　
　

Ｂ
判
定　

３
万
円

　
【
身
体
障
害
者
】

　
　
　
　
　

１
級　

５
万
円

　
　
　
　
　

２
級　

４
万
円

　
　
　
　
　

３
級　

３
万
円

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
２
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
県

障
）
は
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費

や
入
院
時
の
食
事
療
養
費
（
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
）、
訪
問
看

護
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

自
立
支
援
医
療
な
ど
、
ほ
か
の
医
療
費

の
軽
減
制
度
が
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
そ

ち
ら
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　

※�

転
入
し
て
き
た
場
合
は
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
利
用
で
き
る
人

　

①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

　

②�

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人

　

③�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

　

※�

一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
と
助
成
停
止
と

な
り
ま
す

■
助
成
の
受
け
方

　
「
受
給
者
証
」
を
健
康
保
険
証
と
と
も
に

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

一
部
負
担
金
だ
け
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

【
一
部
負
担
金
】

　

医
療
機
関
ご
と
に
月
ご
と
で

　

▼
外　
　

来　
　

５
３
０
円
（
１
回
）

　
　

※
月
４
回
ま
で
負
担

　

▼
入　
　

院　

１
２
０
０
円
（
１
日
）

　

▼
訪
問
看
護　
　

２
５
０
円
（
１
日
）

　

※
調
剤
薬
局
へ
支
払
う
額
は
無
料
で
す

　

※�

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
に
、

８
月
末
ま
で
に
新
し
い
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す

■
医
療
費
の
払
い
戻
し（
償
還
払
い
）

　

①
治
療
用
装
具
を
購
入
し
た
と
き

　

②�

入
院
時
生
活
療
養
費
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
場
合
）
を
支
払
っ
た
と
き

　

③�

県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

な
ど
は
、
申
請
を
す
る
と
後
日
、
自

己
負
担
額
を
超
え
た
金
額
を
還
付
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
２
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室

村
上
市
心
身
障
害
者
福
祉
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
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「
災
害
時
見
守
り
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
て

�

災
害
時
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
預
貯
金
な
ど
の
金

額
が
基
準
額
以
下
の
人
を
対
象
に
、
施
設

な
ど
を
利
用
す
る
際

の
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

■
軽
減
の
対
象
と
な
る
費
用

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
）
入
所
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
の
、

食
費
と
居
住
費（
滞
在
費
）で
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時

の
費
用
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
軽
減
額
は
対
象
者
の
収
入
や
利

用
す
る
施
設
の
居
室
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
軽
減
を
受
け
る
に
は

　

市
に
申
請
し
て
軽
減
の
対
象
者
と
し
て

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
介
護

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
預
貯
金
通
帳

な
ど
の
申
請
日
直
近
２
か
月
以
内
の
残
高

が
確
認
で
き
る
書
類
（
配
偶
者
が
い
る
人

は
配
偶
者
名
義
の
書
類
も
必
要
）、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を
持

参
し
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
減
の
対
象
者
に
は
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
施
設
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

■
認
定
証
の
有
効
期
間
と
更
新
手
続
き

　

認
定
証
の
有
効
期
間
は
、
申
請
月
の
初

日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。
な
お
、
平
成
30
年
度
に
認

定
を
受
け
て
い
た
人
に
は
、
６
月
中
旬
に

更
新
申
請
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新
し
い
認
定
証

は
７
月
末
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は
、

直
接
施
設
に
送
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
室

　

�

☎
53
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
３
４
１
１
、
３
４
１
２
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室

　

近
年
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
災
害
時
に
１
人
で
は

避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者
や
障
が

い
者
（
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
）
に

対
す
る
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

■
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
と
は

　

地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
の
際
に
、
自

力
で
の
避
難
が
困
難
な
要
支
援
者
を
地
域

の
助
け
合
い
で
守
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み

を
い
い
ま
す
。

　

要
支
援
者
を
災
害
か
ら
守
る
に
は
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
町
内
や
集
落

な
ど
の
自
治
会
、
自
主
防
災
会
で
事
前
に

話
し
合
い
、「
支
援
す
る
側
」
と
「
支
援
さ

れ
る
側
」
と
で
お
互
い
に
申
し
合
わ
せ
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
災
害
時
見
守
り
カ
ー
ド
の
作
成

　

災
害
時
に
要
支
援
者
を
ス
ム
ー
ズ
に
支

援
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
同
意
を
得
た

上
で
、
体
の
状
態
や
病
気
の
有
無
、
緊
急

連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
確
認
し
、
避
難
時

の
支
援
体
制
な
ど
を
事
前
に
決
め
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
「
災
害

時
見
守
り
カ
ー
ド
」
に
ま
と
め
、
市
、
自

治
会
（
区
長
）、
民
生
委
員
で
情
報
を
共
有

し
、
災
害
時
に
備
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
新
た
な
要
支
援
者
の
把
握

や
見
守
り
カ
ー
ド
作
り
を
自
治
会
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
行
う
予
定
で
す
。

■
顔
の
わ
か
る
人
と
の
助
け
合
い

　

災
害
時
に
は
、

要
支
援
者
は
孤

立
し
不
安
に
な

り
ま
す
。
こ
ん

な
時
に
頼
り
に

な
る
の
が
町

内
・
集
落
の
顔

の
分
か
る
人
同

士
や
ご
近
所
と
の
助
け
合
い
で
す
。

　

普
段
の
生
活
か
ら
地
域
の
人
と
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

助
け
合
い
の
力
を
高
め
、
災
害
時
避
難
行

動
要
支
援
者
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
２
０
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
申
請
の
お
知
ら
せ
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　「子どもから高齢者まで、町内のみんなが集える場」「地域の茶の間」など、さまざまな町内（集落）
で身近なつどいの場ができています。
　つどいの場は月に１〜４回程度、歩いて通える町内（集落）の公民館や集会所、個人のお宅などで「介
護予防事業」「お茶飲み会」「将棋・囲碁の会」「卓球」などさまざまな内容で行われています。また、そ
の場に移動販売車を呼んだり、お茶の間参加者で車に乗り合わせて買い物に出かけたりして、買い物支
援に取り組んでいるところもあります。
　このような住民同士がつながりを持ち、ちょっと
した困りごとを解決できる場が、今後ますます必要
とされています。
　取り組んでいる人からは「集まった人の笑顔や感
謝の言葉にやりがいを感じます」などの声が聞かれ
ます。皆さんの身近な「つどいの場」を新たに作っ
てみませんか。詳しい内容などはお問い合わせくだ
さい。

ホッと憩えるつどいの場を身近な町内で
〜つどいの場を開催できる町内（集落）を募集しています〜

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線3431）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

消費税率の引き上げに伴い介護保険料の軽減が拡大されます

65歳以上の所得が少ない人の介護保険料が軽減されます

●問い合わせ　【保険料に関すること】税務課保険税係　　　　☎53−2111（内線2151）
　　　　　　　【保険制度に関すること】介護高齢課介護保険室　☎53−2111（内線3410）　　　　　　　

　10月から予定されている消費税率10％への引き上げに伴い、介護保険料の軽減拡大に
ついて国の政令改正が行われました。今年度から軽減の対象となる所得段階（※）が第
１〜３段階の人は、保険料が次のとおり軽減されます。
　詳しくは７月中旬に郵送する「介護保険料納入通知書」をご確認ください。

（※）所得段階（「村上市第７期介護保険事業計画」抜粋）
　　　・第１段階　�世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者、生活保護被保護者、世帯全員が市民

税非課税で本人の「合計所得金額＋課税年金収入額」が80万円以下の人
　　　・第２段階　�世帯全員が市民税非課税で本人の「合計所得金額＋課税年金収入額」が80万円を超え

120万円以下の人
　　　・第３段階　�世帯全員が市民税非課税で本人の「合計所得金額＋課税年金収入額」が120万円を超え

る人

所得段階 平成30年度 平成31年度
保険料（年額） 保険料（年額）

第１段階 31,860円 26,550円
第２段階 49,560円 40,710円
第３段階 53,100円 51,330円

「週に１回程度、つどい
の場を開催したい」「町内
で助け合いの仕組み作り
をしたい」などの活動に
取り組みたい町内・集落
を募集しています。
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村
上
市
の
仕
事
人

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
企
画
政
策
室
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
３
）

輝
く
！
若
者
ワ
ー
カ
ー
⑯

シリーズ

協力企業

たんぽぽ夏のおはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びを、親子で一緒に楽
しみましょう。
　夏休みに入った小学生（低学年）の皆さんも、
ぜひお越しください。
と　き　７月25日㈭　午前11時〜正午
ところ　中央図書館　おはなしコーナー
内　容　絵本の読み聞かせ、大型絵本、手遊びなど
協　力　読み聞かせグループ　たんぽぽ
その他　申し込みは不要です。
　　　　直接会場へお越しください。

◆中央図書館７月の休館日◆

月曜日　　　　　　　１日、８日、22日、29日
第２金曜日（館内整理日）12日
祝日振替休館日　　　　　16日
※中央図書館の開館時間
　火〜金曜日　　　　午前９時〜午後７時
　土・日曜日、祝日　午前９時〜午後５時

◆　動乱の刑事（堂
どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

）

◆　暁天の星（葉
は む ろ

室麟
りん

）

◆　笑え、シャイロック（中
なかやま

山七
し ち り

里）

◆　御徒町カグヤナイツ（浅
あさはら

原ナオト）

◆　女はいつも四十雀（林
はやし

真
ま り こ

理子）

◆　夏めし１００（高
たかはし

橋雅
ま さ こ

子）

【中央図書館新着図書】

◆　草取りにワザあり！（西
にしお

尾剛
たけし

）

〇　マンマルさん（ジョン・クラッセン）

〇　かわうそモグ（長
は せ が わ

谷川義
よしふみ

史）

〇　月白青船山（朽
く つ き

木祥
しょう

）

◆…一般書　○…児童書

　

一
般
家
庭
や
工
場
な
ど
の
水
道
管
の
配
管

な
ど
を
担
当
す
る
、
高
橋
さ
ん
（
入
社
４
年

目
）
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

入
社
の
き
っ
か
け
は
？

　

外
で
体
を
動
か
し
て
働
く
仕
事
を
し
た
い

と
思
い
、高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
入
社
し
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
、
先
輩
の
技
術
と

知
識
を
吸
収
し
て
、
自
分
の
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
元
で
働
く
こ
と
の
良
さ

　

会
社
が
自
宅
か
ら
近
く
、
通
勤
が
と
て
も

楽
な
こ
と
で
す
。

会
社
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い

　

こ
の
会
社
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
残
業
が
少

な
く
て
、
休
み
を
取
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
先
輩
が
や
さ
し
く
て
何
で
も
話
す

こ
と
が
で
き
、
同
世
代
の
様
に
親
し
く
接

し
て
く
れ
ま
す
。

村
上
市
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

　

地
元
の
下
中
島
集
落
か
ら
眺
め
る
景
色

で
す
。
鷲
ヶ
巣
山
や
三
面
川
、
田
ん
ぼ
、

朝
日
地
区
の
各
集
落
な
ど
が
一
望
で
き
る

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
初
日
の
出
や
桜
が

咲
く
季
節
な
ど
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が

見
に
来
ま
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
何
で
す
か
？

　

好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も
食
べ
ま
す
が
、

一
番
好
き
な
食
べ
物
は
「
そ
ば
」
で
す
。

取
材
か
ら

　

い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
も
、
は
き
は
き
と

答
え
て
く
れ
た
高
橋
さ
ん
は
、
さ
わ
や
か

な
笑
顔
が
似
合
う
好
青
年
。

　

好
き
な
女
性
の
タ
イ
プ
は
「
一
緒
に
い

て
楽
し
い
人
」
と
照
れ
な
が
ら
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

髙橋　英
ひで

和
かず

さん
（下中島・22歳）

趣味：ゲーム、ジョギング

株式会社　平山電気商会
（上片町２番19号）
☎52−5215

夏休み図書館イベント「工作大好き！」参加者募集
と　　き　①８月３日㈯　午後１時30分〜３時
　　　　　②８月７日㈬　午前10時30分〜正午
内　　容　①紙コップと毛糸でけん玉をつくる
　　　　　②割りばしと洗濯ばさみで投石マシンをつくる
定　　員　①②とも市内の小学生各５人
　　　　　※定員を超えた場合は抽選となります
申し込み　�７月２日㈫〜 11日㈭［月曜日を除く］の間に、中央

図書館にある申込用紙に必要事項を記入のうえ、カ
ウンターに提出してください。

　　　　　※電話での申し込みはできません
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氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

おたんじょう

氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

村上地区
光（ひかる）	 木村　美樹	 松原町二丁目
創（そう）	 宮下　洋	 山居町一丁目
彩楽（さら）	 大越　竜也	 南町二丁目

荒川地区
陽莉（あかり）	 小田　聡	 荒島

神林地区
萌花（ほのか）	 髙橋　俊之	 松喜和
修生（しゅうせい）	 竹内　茂	 新飯田
咲絵花（さえか）	 木村　明博	 山屋

日菜子（ひなこ）	 阿部　浩也	 宿田
琴音（ことね）	 永田　健	 上助渕

朝日地区
柚咲（ゆら）	 太田　尚也	 古渡路
八紘（やひろ）	 貝沼　滉暉	 堀野
丈（じょう）	 山上　健太	 朝日中野

山北地区
茉來（まな）	 原　将	 中継

村上地区
加藤　中	 80	 瀬波浜町
佐藤　タマ	 103	 二之町
冨樫　正和	 92	 堀片
野　久子	 90	 吉浦

鈴木　イシ	 95	 瀬波新田町
室橋　二郎	 84	 杉原
菅原　イミ子	 83	 寺町
鍋倉　一雄	 93	 大関
渡邉　健一	 79	 肴町
進藤　フミ	 93	 堀片
菅原　周平	 88	 間島
阿部　文子	 83	 滝の前
木村　晃一	 29	 松原町二丁目
大瀧　光男	 57	 下相川
佐藤　智惠子	 88	 小町
佐藤　厚子	 68	 安良町
大滝　征吾	 79	 山辺里
明間　敞夫	 76	 飯野三丁目
佐藤　勝男	 78	 下相川
船木　美嗣	 84	 学校町
日下　勇一	 81	 庄内町
土屋　愛子	 75	 瀬波温泉二丁目
相馬　雄一	 87	 岩船岸見寺町
渡邉　ユキ	 95	 小町
平山　孝	 80	 南町二丁目
加藤　和子	 76	 柏尾
谷口　トク	 99	 緑町三丁目

栗林　知興	 70	 八日市
佐藤　ヨシミ	 87	 岩船上町
桐生　トシエ	 84	 若葉町

荒川地区
髙橋　龍雄	 57	 名割
須貝　重次	 83	 長政
坂野　雅之	 64	 金屋
比良　アイ	 84	 大津
野尻　芳樹	 76	 山口
小島　キクエ	 96	 春木山

神林地区
三須　鉄太郎	 90	 宿田
島田　一枝	 84	 下助渕
小川　明	 63	 牧目
八藤後　研一	 81	 上助渕
遠山　英一	 70	 宿田
遠山　タミイ	 95	 宿田
鶴橋　健一郎	 81	 平林
臼井　省一	 72	 牧目
髙橋　タケ	 92	 岩野沢
横山　素雄	 87	 塩谷
竹内　勇	 81	 南大平

朝日地区
難波　タケ	 84	 黒田
佐藤　重弘	 84	 布部

相馬　周吾	 92	 早稲田
板垣　ハルノ	 99	 高根
玉木　文治	 90	 宮ノ下
小田　ヨネ	 91	 塩野町
本間　フミ子	 96	 下新保
貝沼　ミセ子	 93	 新屋
太田　ヨク	 93	 檜原
木ノ瀨　イチヨ	 92	 新屋
中島　カツノ	 92	 高根
遠山　貞雄	 95	 高根
佐藤　トリ	 90	 板屋越
佐藤　セツ	 82	 板屋越
板垣　トメ	 87	 荒沢

山北地区
板垣　和男	 78	 遅郷
加藤　文男	 90	 大毎
本間　幸雄	 84	 温出
板垣　フミ	 96	 荒川口
本間　美惠子	 85	 寝屋
加藤　マレ	 80	 大毎
坂詰　サヨ	 86	 府屋浜町
本間　君枝	 54	 笹川
本間　ツル	 96	 桑川
木村　留子	 97	 雷

※５月11日から６月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています

人口と世帯数（６月１日現在）
（　　）内は前月比 人口 28,590人（△38）	 31,096人（△37）	 計59,686人（△75）	 22,769世帯（△23）
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メールで情報をキャッチ！
http://www.city.murakami.lg.jp/
mobile/mailmaga/
右のQRコードを読み取る
だけで簡単アクセス

むらかみ情報ねっと・子育てメールマガジン

集まれ！むらかみ元気スマイル
　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学校入学
前までのお子さんの写真を募
集します。（市内在住者に限
ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日④保護者氏名
⑤電話番号⑥写真（５MB以内）
をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

QRコードで
アドレス読み取り

横山　美
み

実
み

子
こ

ちゃん（左）　美
み

優
ゆ

子
こ

ちゃん（右）

H28.7.5 生　H30.12.3 生（関口）

近藤　奏
かなで

くん
H24.12.16 生（南町二丁目）

鈴木　幸
こう

大
だい

くん
H30.9.4 生（大津）

斎藤　紳
しん

之
の

介
すけ

くん（左）　紬
つむ

希
ぎ

ちゃん（右）H27.4.28 生　H29.5.1 生（寒川）

む ら か み の 話 題 ワンモアショット!
今回の紙面を
和ませくれたのは、
第一保育園に
通うこの２人！

▶いよいよ今月の６日㈯、７日㈰に村上大祭が開催さ
れます。今年の開催日は、土・日曜日で大変参加しや

すい日程になっていますので、友達や家族を誘ってぜひ遊びに来てく
ださい。私もカメラを持ってお邪魔する予定です。なお、当日は人や
車で大変混み合うと思いますので、車の運転には十分気を付けてくだ
さい。（八藤後）

編集後記
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　全国的にも珍しい野だての茶会「お幕場茶会」がお幕場
森林公園を会場に行われました。
　今年も、駐車場の
混雑を回避するため、
JR坂町駅前と神林農
村環境改善センターか
らシャトルバスを運行
して対応。
　今年が32回目と歴史
のある茶会で、県内外
から1,900人強の方が
ご来場され表千家、石
州流、宗徧流の３流派
４席の茶席と琴の演奏
を楽しみました。

▲歴史ある茶会でお茶をたてる参加者

第32回　お幕場茶会
お幕場森林公園

ほのかちゃん

動画あり

好物 イチゴ

お花屋さん夢

しゅうすけくん
好物 メロン

大工さん夢


